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いきいき未来いが 2023
　６月 24 日㈯、伊賀市文化会館で男女共同参画フォーラム「いき

いき未来いが 2023」を開催しました。物産の販売や展示、コンサー

トなどが行われたほか、オープニングイベントでは、（社福）維雅幸育

会の施設利用者・職員・白鳳太鼓の皆さんが和太鼓パフォーマンス

を行いました。

　実業家のマダム信子さんによる講演会では、「やまない雨はない」

と題して、自分らしく生きることの大切さをお話しいただき、参加

者は学びを深めている様子でした。

１．参加者からの質問に笑顔で答
えるマダム信子さん
２．迫力満点の和太鼓演奏の様子
３．上野高校ギターマンドリン部
によるコンサート
４．さまざまな団体が出展し、多
くの人でにぎわいました。

１．進行役の NPO 法人 M ブ
リッジ代表理事の米山哲司さん
２．アイデアを付箋に書き出す
参加者
３．テーブルごとに意見をまと
めて発表しました。
４．NPO 法人場とつながりラ
ボ home’s vi の山本彩代さん
が内容を文字やイラストでまと
めました。

　６月 24 日㈯、伊賀市役所で「こどもと社会の未来を創るワー

クショップ・アイデア出し編」を開催しました。

　このワークショップでは、子どもをキーワードに住みやすい伊

賀市の実現をめざして、中高生の居場所や子どもの体験、子ども

の発達、子育てサークル、地元企業の採用担当者の困りごとなど、

５つのテーマについて話し合いました。

こどもと社会の未来を創るワークショップ

１

４３２

１

２ ３ ４

どど 通通 信信

１．名張消防署と合同で訓練を行い
ました。
２．お互い確認し合いながら救助用
ボートを操船しました。
３．流されている人にロープが届く
ように何度も訓練をしました。
４．ロープに捕まった要救助者を引
き上げる訓練の様子

　６月 25 日㈰、ハイトピア伊賀で世界の遊びを紹介するイベントを開催

しました。

　このイベントは、遊ぶことが大好きな子どもたちが、遊びながら異文化

に触れる機会をつくり、いろいろな国の遊びを通じて多文化共生の理解を

深めるために企画しました。

　この日は、日本、ブラジル、ペルー、中国出身の子どもと保護者 26 人

が参加しました。

　７月５日㈬、久米小学校で非行防止教室・防災教室を開催しました。

　１、２年生を対象とした非行防止教室では、警察官らがパネルやクイズ

などを通してルールや決まりを守ることの大切さを伝えました。５、６年

生を対象とした防災教室では、東日本大震災で避難所運営にあたった元石

巻西高等学校長の齋藤幸男さんの経験から、避難所で大切なことや自分た

ちにできることについて学びました。

１．ブラジルの「バタタ ケンチ」
というゲーム
２．日本の「けんけんぱ」に似た
ブラジルの「アマレリーニャ」
３．ペルーの「リガ」というゴム
飛びを楽しむ参加者
４．いろいろな国の遊びを通して
交流を深めました。

１．クイズ形式でしてはいけな
いことを確認しました。
２．守ってほしいことを伝える
伊賀警察署の警察官
３．竹の棒２本と毛布で担架を
つくる方法を学びました。
４．グループで協力して避難所
運営図を作成しました。

世界の遊び

久米小学校　非行防止教室・防災教室

　７月３日㈪と４日㈫、岩倉峡公園しあん橋付近の木津川流水域で、伊賀

市・名張市消防連携・協力に関する協定に基づき、水難救助合同訓練を行

いました。

　夏のレジャーシーズンを前に、河川での水難事故に備え、水の流れに対

応した姿勢の取り方や、ロープを投げて救助する方法、救助用ボートの操

船などの技術を確認しました。

水難救助合同訓練
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